
 

サイエンスカフェクラブ会員規約 
 

第１ (総則) 

オープンイノベーションの実現のために国立研究開発法人国立循環器病研究センタ ー（以下

「国循」という。）が多機関との交流拠点として設置する「サイエンスカフェ」の利用における会員規

約を定める。 

 

第２ (名称及び拠点)  

会員組織の名称及び拠点は、それぞれ次のとおりとする。 

名称：サイエンスカフェクラブ（以下「クラブ」という。） 

拠点：国循研究棟４階 サイエンスカフェ（吹田市岸部新町６番１号） 

 

第３ (目的)  

オープンイノベーションの概念に基づき、会員間の交流等による新たな医療機器・医薬品・ヘ

ルスケア産業創出等を通じて、循環器病の究明と制圧に資する取組みに寄与することを目的と

する。 

 

第４ (事務局)  

クラブの運営を行うため、国循は事務局を設置し、その業務を行う。事務局は拠点内に置

く。 

 

第５ (会員サービス)  

クラブは目的を達成するため、次に掲げるサービスを会員に提供する。 

（１）セミナー等による各種情報の提供 

（２）相互交流を目的とする場の提供（ただし、施設等の使用に関しては、国循が定めるルール

に基づく） 

（３）国循をはじめとする多機関との交流機会の提供 

（４）オープンイノベーションセンター産学連携本部による国循との共同研究等の実施に向けた

サポート 

（５）その他、クラブの目的を達成するために必要なサービス 

会員は、クラブのサービス提供を受けるにあたっては、事務局が指定する各様式による申込み

を必要とする。 

 

第６ (会員種別) 

クラブの会員種別は、以下に定めるとおりとする。 

（１）  オープンイノベーションラボ（ＯＩＬ）会員  

外来研究員規程（令和元年６月２５日規程第２７３号）第２条第２項に規定するＯＩＬ研究

員、またはＯＩＬ研究協力員 

（２）  ジョイントスタディ会員  

客員研究員規程（平成２２年４月１日規程第６３号）に規定する客員研究員、または国循

外来研究員規程（令和元年６月２５日規程第２７３号）第２条第３項に規定する派遣研究

員 

 



 

（３） 一般会員 

（１）及び（２）以外で本規約第３に定める目的に賛同する者 

（４） 国循会員  

国循に在籍する役職員 

（５） 特別会員 

国循理事長が認めた者 

 

第７ (入会)  

第６の（３）（５）としてクラブに入会しようとする者（以下「申込者」という。）は、本規約の内容に同

意した上で、事務局の指定する様式により申込む。 国循理事長は第３の目的に照らして入会の

可否を決定し、申込者にその結果を通知する。申込者は国循理事長からの入会を認める通知日

をもって会員資格を有する。  

なお、第６の（１）（２）（４）の会員の定義に該当する者は、入会手続きを経ずにクラブに入会して

いるものとして扱う。 

 

第８ (会員の義務)  

会員は、第３の目的に鑑み、積極的にクラブの活動に参加するよう努める。 

会員は、国循が別に定めるルール等を遵守する。  

会員は、会員登録の内容に変更が生じた場合、速やかに変更事項を事務局に提出する。 

 

第９ (退会)  

会員は、退会届を事務局に提出することで、退会とする。 

 

第１０ (参加費用及び年会費)   

クラブへの入会費・年会費は無料とする。 

ただし、事務局は特定のサービス等を利用する会員に対して、参加費用や機材使用 にともなう消

耗品等の実費等を徴収する場合がある。 

 

第１１ (禁止事項)  

会員は、クラブの活動を利用して次の行為を行ってはならない。 

（１）本規約第３に定める目的以外での施設利用 

（２）他の会員もしくはその他第三者に対する当施設を使った販売、勧誘、斡旋行為（ただし、

事前に国循理事長の承諾を得た場合は、この限りでない） 

（３）他の会員もしくはその他の第三者の権利・利益を侵害する行為 

（４）他の会員もしくはその他の第三者を差別もしくは誹謗中傷し、又は他者の名誉もしくは信

用を毀損する行為 

（５）本規約、国循が別に定めるルール等、公序良俗、法令もしくは刑罰法規に違反し、または

事務局が不適切と判断する行為 

（１）から（５）の行為が認められた場合は、会員サービスの利用を制限することがある。 

 

第１２ (会員の資格喪失)  

会員が次のいずれかに該当すると事務局が判断した場合、会員はその資格を喪失する。な

お、事務局は資格喪失の理由等を付して当該の者へ通知する。 

（１）会員登録その他の際に虚偽の申告を行ったことが判明した場合 



 

（２）本規約に違反した場合 

（３）クラブの名誉を傷つけ、又は目的に反する行為をした場合 

（４）事務局から連絡を取ることができない等、会員活動の意思がないと認められた場合 

（５）会員が暴力団員又は暴力団密接関係者に該当すると認められた場合 

（６）その他除名すべき正当な事由があると事務局が判断したとき 

 

（１）から（６）の事由により会員資格を喪失したことで、当該会員が会員サービスを利用できなく

なり、当該会員又は第三者に損害が発生したとしても、国循及び事務局はその責任を負わない。 

 

第１３ (免責事項) 

クラブへの参加に伴う会員同士の商談・取引・契約等、会員サービスの利用、その他会員及び

第三者が提供する情報などについて、国循及び事務局は何ら保証等するものでなく、これらに基

づいて会員に生じたいかなるトラブル・損害についても一切の責任を負わない。 

 

第１４ (会員サービスの終了)  

国循は、会員に事前通知をした上で、会員サービスの一部または全部を終了することがある。  

国循は、サービス提供終了の際、事前通知の手続きを経ることで、終了に伴う責任を免れるも

のとする。 

 

第１５ (通知)  

本規約における事務局から会員への通知は、原則としてＥメールにより行う。会員から申告のあ

ったＥメールアドレスへの送信日をもって通知日とみなされる。 

 

第１６ (事業年度)  

当会の事業年度は、毎年４月１日から翌年３月３１日までの年一期とする。 

 

第１７ (規約の改定) 

事務局は必要に応じ、本規約を改定できる。  

事務局は、規約を改定する場合には、改定内容を会員に通知または公表する。 

会員が、当該通知または公表後に会員サービスを利用する場合には、変更後の本規 約の全て

の記載事項に同意したものとみなされる。 

 

第１８ (紛争の解決)  

本規約および会員サービスに関して紛争等が生じた場合、事務局及び会員の相互の協力により解

決を図るものとする。 

 

（令和７年４月１日 改定)  


